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警護霊ge

定JI I 1r!1右衛門教授。 この名前を開いて「賢治の恩

師、あの先生のことかけとjぷい浮かべる入は、ど

の位いるのだろうか。賢治は、f卒業（卒業）論文の

中に2人の名前を挙げている。 1人は古JI 11'11布衛門

教授、もう1人はPl＜日；：；太郎教授で、ある。 何れも賢治

の恩師であり、強い影響を受けた人物である。

！知l!!l：太郎教授は！？討校早々（llJj治38年）に 赴校し、

大正911c:に西ケ原j見事試験場に転出するま

地質・岩石・鉱物・気象などを教授、我が国におけ

る土壌学分野の権威で、あった。 賢治は盛岡高援に入

学して関教授と述命的な出会いをし、生涯恩締とし

て教設を尊敬していた。i羽：忠太郎教授に就いては、

今まで様々な場面iで多く語られている。

111 J111111右衛門孝文J受は、賢

治が入学する前年（大正3

年）に肥料学教授として赴

在、やがて賢治の得業論文

を指導し学[JJ］ の思師 とな

る。 ところが、古Jll1111お詐I

p13教授に就いては、今まで

殆ど語られることはなかっ

た。 何故なのか？古川仲右

i布111］字文t受とはどのような人

物か？など色々と疑問が拐

さ、教授に就いてもっと知関豊太部教畏

りた いと思うようになり、

そして今まで知らなかったことが次第に分かつてき

た。ここでは、古J11仲右衛門教授の生い立ちから盛

岡高農赴任以前、盛開高農教技時代、議開高農退職

後、新たに分かった一占Jll教授出身のi岐阜と賢治との

関わりなどについて述べる。

紀夫（C昭39・続出）

誕生から東京帯語大学農科大学
（明議11年ア見～明治38年7月）

古J111111お指門は、明治11 (1878）年ア丹、i岐阜県

海津郡城山村（ヰ

を務めるIE！家古Jll家の；長男としてi誕生したO 明治31

年、大垣中学校（現・大垣二！と校）を卒業したが、中

学校1年生の時「大詰青年会誌Jに載せられた作文

「秋夜虫を開くjを読むと、その若い感性と文学的

才能が感じられる。

「三伏の熱日正に去り一葉の柄亦秋を報ず一夜天nm

れ風措し余fl寺に書斎にあり夏探くして内nlj入絶え環

堵諸然i殺事ill々 たる草間の強綜を開くのみ批に於て心

ネ111忽悲哉の境に入る或は既往を銃し或は将来を践し

寸心百lflr復書を播く能はず雨して自ら其怯然たる所

以を原るに苦しむ起ち窓をij百けば一識の明月天に輝

き我が真立I]をJ!�すに依たりj

中学校を卒業した古川111i:;{::i衛門は、第3高等学校

に進学し、更に学Ill］を深めるために上京を決意した。

父親は市出家の跡継ぎである一人息子の上京に大反

対であったが、明治35年 4月に東京者国大学農科大

（農芸化学科）に無率合格（24殺人明治38年 7

月には同大学を卒業（27！＇設）し、11寄れて農学士

主主化学）として船出することになる。

謂間県立農事試験場時代
（明治39年5月～明治42年10月）

東京帝国大学農科大学卒業技、明治39年6f=J、最

初の赴任地である福岡県立農事試験場に技師として

勤務。 在任中は主に 「甘藷からアルコールを生成す

る研究jlこ取り組ん
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静関県立農学校時弐
（暁治42年10月～大正3年§月）

明治42年10月、 市Jll持右flitr I勺は、 j1｝争開県立民学校

( 3 i"J三課程）（現・jiff!-開県立磐田農業高等学校） 教諭

として勤務（31歳）、 遠州中泉（現・磐田市中泉）

に尽をかまえた。i可農学校では、化学・二［：壌. Jl己料・

土地改良 ・植物生湾！等の科目を担当した。 また、 研

究心HI盛で「地元静岡茶（野浮茶） の製法の改良と

普及Jにも尽力した。 そのi早野茶は好評を時：したが、

現在は後継者が絶えていると言われる。

古j II仲右舘門教授の就佳

農学科第2itl5 .肥料 学教室の大杉繁教授は、 大正

3年10月2 211に大原農業研究所化学部長として転出

（イ衣服免本1;n、 同年10月に、 後任として静弼県立農

学校のおJllfrj1右衛門教諭（36 歳）が教授として就任Jし、

土壌及肥料 ・化学・分析化学・同実験・農学大意を

担当する。 赴任した時はi二！万与力小路（現・謀同市

_LEH 1丁目） の借家に入居したものと思われる。

ところで、 古Jlj {Ljl右縄

問教授が赴住した大正期、

議開高農はどのような状

況であったのか、 参考の

ため説明しておこう。 東

北の一地方都市にすぎな

い岩手・盛閥の地、 そこ

に我が悶初の高等農林学

校が部立され、 多くの

進

古川仲右衛門教設の上田住所

当時最先端の 学llJJが

教設された。 当時の

IJ\l'.I詩i%誌のキャンパ
スは “イーハトーブ

の空間” であった。

割設から明治45年までの盛陪高麗

創立から明治末まで の

lOiF間は、 盛i可i克農の1¥

\11目撃告ii�出で、 教 官 陣容・

研究・教育施設なと令のハー

F· ソフトと もに急速に

申告充実された。 開校当

初は、 玉干lj喜造初代 校

をr\:1心に9名の教授で構

成されていたが、 i明治41

まで に は救設17名・ 助

初代校長 教授7 �イ1・講nm9名まで

飛躍的に拡大された。

鈴木梅太部教授

2代校長とな る伎

授 は明治36年、

思如i土壌学のi場主主太郎教

授はi到治38＃＇－、 ピタミンB1

を発見した鈴木梅太郎教

J受はll[:j i台39年、 納豆の1iJf

究で有名な村松舜祐教授

及び肥料 学の大杉繁教授

はi問j台42 i！三に、 次々と 赴

任 し てきた。 明治43・44

には、 新たに教授 3名・

助教授 41Zr・ 講師j 3名が

参加し

盛岡高農の体flJ日と して

は、 明治42年にヨさっ て

処理上農学科が第1音IS

と 第2部に分かれて4学

科体制となり、 農 学科

1部は 大森Jll員造教授、

2古11は開設太郎教授、 林

学科はLH1協調教授（後

の第4 代校長）、 獣医学科

はIll村長n三郎教授がそれ

ぞれ部長に就任した。
村松舜祐教授 llj］治43if三に玉利喜造初

代校長（鹿児島県出身）は

新設 の鹿児島高等農林学校の初代校長として搭陥を

り、 佐藤義長教授が第2代校長に就任。このよう

に剤投からほぼ10年、 大正初期までには！J� fflij r�，s !¥kの

教官陣脊の基躍がほぼ確立された。
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2部省

農芸化学科の独立と学内環境の整錆

大正2{jミ4FJから農学科第2奇1$が分離、

も独立して行なわれることになり農芸化学科の基礎

ができ、 開設太部教授が第2部長に就任した。 その

後5'.if-IIIJ農学科貨当2部の！時代が続き、大正7｛ド4 月

からは主主：�I日改正によりj；ミ学科第 1 吉ISは農学科、第2

き1$は農芸化学科となり、ここに名実共に農芸化学科

が誕生することになる。

だ、った教授陣容としては、 先にも触れたが、大

3:rno月に大杉繁教授が退職し、 後経として己7

Jll仲右衛門教授が就任。 駒場設科大学の鈴木梅太部

教授は、毎年夏に来盛し、植物営養論の集中講義と

全校生徒を対象とした特開講演を行なってきたが、

大正ー5::n2月には兼f壬が解i徐された。

当時は、教授の留学が読んに行なわれた。 関連す

る教授としては、鈴木梅太郎教設は明治34年同月か

らIYJrf1 39｛ド2JJまで約4 :'if�IMJ、独 にf'I｛学し、1M !J'IH'I 

後の5月に議民高民に赴任。 佐藤義長教授は明治38

11�から3:'if'Oll司、お｛ . {L、に、 古村i\l；尚孝之授はIVJi台42::\i'­

から3年1111、仔i・独・米国に官学。 開設太郎教授は、

IY]r台 43年12月、5g：に留学し大正2:ff� 5月に帰Eitlo 大

正4 ijミ2月には村松舜祐教授が2年間の予定で米関

にfl｛学、大正6;.1: 6月に帰校した。

教授の移動もあり、大正9年9月には凶豊太郎教

授が西ヶ詣{Jl1i苦手試験場に•！伝出、lffJ年10月に後｛壬とし

て長谷川米議教設(j：壌学・地質学）が着任した。

大:iI10年7月には111111w右衛門教授が、 何年10月に

は｛li：藤義長第2代校長が退職しているc

施設関連としては、大正111 l'.ffまでに本館（現・

資料館）、民芸北学科実験線（第5敦子主）、農

産製造舎、 節度舎、 ハム製造舎、林産製造合等の建

物が次々に新築され、盛j対応燥のキャンパスはほぼ

完成型となった。

大正中頃の盛開高農全景
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大正期の教官陣容と担当学科自

賢治3年（大正6年）の農学科第2吉IIの教官と担

当学科，[Iを:IJ'さげるとj欠のようになる。

. I忠告：太郎教授：物理及気象、 鉱物及地質、

・佐藤義長教授：

－鈴木1i1J);:fll5教授：組物営養論（集中講義）

－村松舜祐教授：fl{学1j1（大正6年2月に婦問）

・［JjJ 111111右指門教授：；：l::J哀及肥料、化学、分析化

同実験、食品化学、農学大怠

・二td註；語教授：外国語

－神聖子幾,I.！�助教授：物理、化学、i可実験、農産製造

ー恒JMH�院議nm：把�sj製造

. Ill辺英太郎講師：i詩文

. }ii�野勘六諮nm : *1H態学、農産製造実験

！！伸容欝門教護の謂究業譲

古川｛ljl右街：111）教授が在職ij:1に発表した研究論文は

げnm及曹達の定最に就てJ（校友会報第35号、 1

-13：大正6年12月27 El発行） である。

その研究目的ははII型（K）と曹達（災a）を｛患の

諸成分から分離定設するため、 従来汎用されてきた

塩化白金法と新たに用いられている過塩素酸法とを

比較検討することであるjと述べ、！肥料3�素の一

つである加盟の定量の問題を取りtげている。 その

実験内容は、 築者もその一人で、あるが、化学1'1(])JI識

がないと充分理解できない。 古川教授は、 主に土壌

及肥料・化学・分析化学・！日｝実験・無機化学・食品

化学などを教授し、また前任の静岡県立法学校でも

化学・土壌・肥料を担当していたc 従って、 古1111111

門教授は農芸化学分野のiやでもいわゆる「化

· Chemistry Jに関心を品工ち、手11J :iillしていたと忠

われる。 今のところ土壌に夜接関係する研究報告は

たらないc



盛開高農におけ （卒議）論文の譲り扱い

学期「試験 、 得業及 称号J（明治43年）によると、

は�3学年ノ試験 ニ及第シタル者ヲ受験 生トシ

試問ヲ行フ｛旦シ得業試問］ニ合格セサル者ニハ再試験

ヲ行フコトアルヘシj、「得業試［It］ニ合捺シタル者ニ

ヲ授与スj、「本校得業生ハ其学科ニ従ヒ

林学14\；業士、 獣医学得業士ト称スルコ

このように、 高等農林学校では「卒業j

と呼び、 11f1'業に！捺しては f得業試問を行

ないj、「得業生J ＇土f農学得業士、 林学得業士、 獣

とJI宇び「農学士jと区別している。

生徒は 3年になると各教授に所属し、 それぞれ期：

究課題を与えられ、 研究成果は得業論文として提出

するつ それらの論文は大正i時代から昭和初期！のもの

まで、岩手大学関書館に保存されている。 ところが、

得禁論文を提出しない生徒もおり、 得業生と得業論

文の数が一致しないなどから、 盛岡高農の学期では

得業論文はどのように泣置づけられているのか精査

し

岡高度ーは、 創立当初から 3学期l!JIJで、 入学年度

に対応する学科課設表（授業時間表）がある。

は共通苧H� ！と各学手i専門科目からなり、 卒業までの

各学年各学期jの授業時間数（農場実智は無定時）が

5とまっている。

農学科第2部の学科課程表を課べてみても、

論文（研究）の項目は記載されていない。 大正 3年

までは「実験 及実習：第1学年～第3学年Jが掲示

されているが、 この時間は得業論文には相当しない

と思われる。 大正4年から大正6年になると、 特殊

実験 （抵定II寺：第3学年の第2学JUJ及び第3学期）

の記載がみられ、 これが得業論文のi時間に対E与する

のであろう。 いずれにしても大正6年まで、 学期及

び学科課程表に得業論文提出の記載がないにも係わ

らず、 現実には得業論文が書：かれているG

農芸化学科が独立した大正7年になると、「第3

学年ノ終ニ於テ得業試！？号ヲ行ヒ若クハ得業論文ヲ提

出セシムjとあり、ここで初めて「f卒業論文の提出J

という条文が出てくる。 但し、 得業論文の提出は必

須で誌ない。学科課程表には明確な履修科自はなく、

特殊実験（無定時：第3年の第2学期j及び第3学期）

が得業五�f究に相当すると考えられる。

大正14年になると 2学期jj)ljになり、授業時間表（農

芸化学科）にはf 特殊化学実験（第3年の第2学期・

6単位）とあり、これが得業論文に相当する。 但し、

「得業試問ヲ行ヒ若クハ得業論文ヲ提出セシムjと

あるので、 得業論文を提出しなくてもよいことは従

来通りである。
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このように、 学期では得業論文の提出は必須では

なく、得業試間に合格すれば卒業できることになる。

簿業論文の指導体制

教設が指導する生徒数は、 原則的には均等記分の

ようである。 その時の教官 人事（穏学とか病気｛本職、

転出等で教官不在）によって論文指導教授＼ 更に生

徒の数が異なり、 従って 1 人の教設が受け持つ生徒

は一定ではない。 年によっては、 1人の教授が多

くの生徒の論文指導を一手に受け持つこともある0

2t1の教授が指導教官になることも例外ではないつ

また 2名の生徒の共同珊究も見受けられる。 得業論

文は存在するが、 指導教官の名前が論文中に記載さ

れていない「指導教官不明論文jもある。 得業論文

の数が実際の得業生の数より少ないこともあるが、

これは得業論文が未提出なのか、 紛失したのか、 い

ろいろの理由が考えられる。

合j I i神右欝門教護指導の簿業論文

古川仲右衛門教授は大正 3年10月に赴在したの

で、 古川教授が指導した得業論文は大正5年 3月

（農学科第2部11間生）のものから存在する。 以

下、 吉川教授が在職中に係わった得業論文を掲示す

る。 連名の場合には前者が研究課題を教示するミt指

となる。 大正5年から大正8年まで得業論文

は16編あるが、 大正9年及び大正10;,t二卒業では論文

がない。 退職が大正10年7月であるので、 まだ論文

指導の時間的余裕があったが、 大JJ::8年及び大正9

年には、 侍らかの理由で得業所究の生徒を受け持っ

ていないと思われる。

く〉大正5年卒業（農学科第2吉ISll回生：11名）

古川教授：1名、 関教授： 4 名、 古J，，教授と関教

授：2名、 関教授と1riJ1[教授：1名、 指導教官不

明：1名、 論文不明：2名

．斉藤民次郎：特殊完敬報告…過燐一般石灰ノif�出ニ

ヨ1）石灰窒素ノ有害作用ヲi設去シ得一（古JI I教授）

．秋山浩風：特珠実験報告…硫酸軍母尼亜ノイゴ灰流

出量及揮散量ニ就テー（古川教授と関教授）

－宮越古嘉：特殊実験報告一岡山孤児i完茶臼原分j涜

おi：土分析ー（古川教授と関教授）

－柴EE!重義：特殊実験報告一土壌ノ石灰要最ノ測定

法ニ就テー（問教授と吉川教授）

く〉大正6年卒業（農学科第2音IH2出生：14名）

古J11教授：5名、 関教授：5名、 神野幾馬助教授

と関数技：1名、 論文不明：3名

・古i宰清介：:1:1rni::ノ漏汁ニ就テ（古JI I教授）



－中尾重…：奇If；粉ノ！肥料抑制日鑑（古出教授）

－藤原隆人：施肥ト排水中ノ成分トノ関係（吉川教授）

．興本JJH太郎：酸化石灰或ハ礎駿石炭ヲ併用スルコ

トノ利害ニ就テ（古川教授）

－谷村又三郎：本校t台土壌ニ対スル石灰ノ効果及

ビ、要量ニ就テ（古川教授）

。大正7::1:1三卒業（農学科第 2部13回生：12名）

古川教授：2名、i男教授：4 名、村松教授：3 名、

吉川教授と関教授：I名、論文不明：2名（原

勝成・倉島恵）

• LLi本延till：：議踊ノ利用ニ就テノ研究（古川教授）

・森本一男：澱粉粕利用方法ニ就テ（古JII 

－宮津賢治：腐植費Eドノ無機成分ノ植物ニ対スル価

値（古川教；受とi理教授）

・J:J&JI二義部：飯岡山ノ安山岩及其風化産物ニ就テ

(I詩教J受）

－総見要三郎：鹿児島県l��l分！者近春U1産火山灰櫨母

ノ研究（問教授）

－刺lLi EEi良行：割分及出水ノ火山灰ニ就イテ（I場教授）

．佐々木又治：台湾絡土及南洋紅土ノ物理的並ニ化

学的実験（関教授）

・成瀬金太郎：j奇橋及醤r111麹蕗酵素ニ就テ（村松教授）

．がJ原EEi次繁：龍萄j酉ノ野生醇！ヨ：ニ就テ（村松教授）

．小菅健吉：水翫ニj立！スル調査実験成績（村松教授）

0大正8年卒業（農学科第 2音［Sl 4[il生：11名）

市JII教授：4 名、i理教授：2名、村松教授：3 名、

論文不明：2名

－佐々木六郎：醤￥111*1'.1の肥料的及錦料的制値に就て

（古川救授）

• rtJ政治：土壌ノ養分吸収力ト保持力トノ関係 並ニ施

肥後ニ於ケルT1J�容度ノ変化ニ就キテ（古川教授）

－石戸藤一：石灰加mノ影響ニ就テ（古川教授）

・水野甚十郎：蚕踊ノ利沼ニ就テ（古川教設）

く〉大正9年卒業（農学科第 2音［Sl 5国生：15名）

11JJll教授：O名、村松：6 名、指導教官不IV] : 1 

名、論文不明：8 名

。大正10年卒業（農芸イヒ学科 1回生：13名）

古川教授：0名、村松教授：7 名、判明］＇助教授：

2名、伊藤武雄教授：2名、村松教授と！奄原良介

講師： 1 名、論文不明： 1 名

古j II�中右欝問教設の接持高農における活動等

古川仲右衛門教授は、 大正3年10月から大正10年

7月（36成～43歳）まで7年間勤務したが、その在

任期間は了度賢治の在学期開と重なっていた。 その

IJ!ij、古川教授にとっては、父親の死や家督相続、病

気（控測りなど、必ずしも安楽な時ではなかった
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と思われる。 殆ど関連資料がないので、こ こでは「校

友会報j 及び「盛岡高度一覧j等で在任中の古J1 1 

授関連の記事を調べた。

く〉校友会報第 26号（大正3年12月16日発行）

－大杉繁 教授：依頼免本官（ブミ正3 {f''.10月22汀）

－古）1I1rl1右衛門教授（正7位・法学土）：大杉教授

後任として就任（大正3年10丹）

－担当科自：土壌及肥料、化学、分析化学、i司実験、

農学大意

。校友会報第 27号（大正4年5月27日発行）

－第 10回得業記念写真（大正4年3月20 El）：市Jll

教授（写る）

－第 10回得業謹書授与式（大正4年3月20 El) 

・襟本陣列所評議員ヲ命ス（大正3年12月23El) 

－瓦斯発生器室、給水タンク及付属建物監守ヲ命ス

（大正生年3 n12日）

• *ill T!tf及化学実験室、瓦1Vi発生器室及標本線列所物

品1/Kf.守ヲ命ス（大正4年3H12El) 

－生徒司II音調議員ヲ命ス（大正4年3月15El) 

－細菌学実験室物f1=l:,'iKf.守ヲ命ス（大IE.4 iド4月9 El) 

・合結者・官報発表（大正4年4 FJ 6 日）：法学科

1 部（29名）、第 2部(13名：賢治合結）、

科（24名）、獣医学科（23名）

く〉校友会報第 28号（大正4年9月18 El 

－標本陳列所主事ヲ命ス（大詰：.4年5月21日）

。校友会報第 29号（大正4 ::ffll月30 日発行）

．古川仲右衛門教授：記載事項はないっ

。校友会報第30 号（大正5年2月7 El発行）

・標本窓建物！泣守ヲ命ス（大正4年12月9 El) 

0校友会報第31号（大正5年7月15発行）

－有（Hl回得業記念写真（大正5 11-: 3 H 18 El ）：古川

教授（写る）

－第 11出荷＝業読者授与式（大正5 ：：，� 3月18 El) 

－生徒入学試験委員ヲ命ス

ア名

5 ::1-: 2 J=J 1 El ) : 

。校友会報第32'iy（大IE5年11月2s r i発行）

－実地指導ノ為LL! 71三市へ／H張ヲ命ス（大正5 ::1-: 9月

30 El) 

. I；重叙高等官5等（大IE5年10月231二j：内閣）

く〉校友会幸11第33号（大正6 :t1三3月訪日発行）

・叙従6f立（大正5年llPJ 20 El：宮内省）

－生徒入学試験委員を命ス（大正6年2J"J2[]):

7 名

。校友会報第34号（大正6年7月18EI発千？）

－第 12回得業記念写真（大正6年2月）：古川教授

る）

・第 12ltrl

－古Jll{rj1右衛門教授： はない。



。校友会報第35号（大正6年12月27EI発行）

－学術上取1）誠ノ為山形県米沢ヘm張ヲ命ス（大正

6�ドアPl 4 日）

－学術U虫1）調ノ為岩手県二戸郡へIB張ヲ命ス （大

正6年lOPJ26 El) 

－研究論文げUl-ft）え曹達の定設に就て：1～13頁j

を発表

。校友会報第36号（大正71f 7月10日発行）

－鈴木梅太郎教授：依頼免兼官（大正6年12月28日：

内関）

入学試験委員ヲ命ス（大正7年 1 月25 El ) : 

8 

・第131ill f卒業記念写真（大正7年3月）：写真が現

存しないためi1i｝日教授 の所在 不明（写る？）

－第131ill得業読者授与式（大正7 ::1三3H15 Fl) : 

治得業

－賢治 ：研究科（農芸化学）入学許可（大正7年3

月15 El) 

－賢治：実験指導宗r!IllJJヲi結託ス（大iE7：：ド5月10日）

．賢治．実験指導布ll助ヲ解除ス（大正7年 8月24日）

0校友会報第37号・（大正7年12）�10日発行）

－物品検関委員ヲ命ス（大j[ 7 11:: 7 JJ 4 H ) : 

員8名

く〉校友会；f,!i第38号（大正8年 6月初日発行）

14 

－第14llil得業記念写真（大正8 if". 3月）：吉川教授

（不千五）

－第14出得：業読者授与式（）三1E8年3Jj] 91二I) 

．一II…

く〉校友；会報第39号（大H…：8 {J'. 8月10日発行）

－｜味叙高等官4等（大1E 8年5月13 El ：内問総長M大

－実験農場届i場試験部主任ヲ命ス（大正81!".6月2 [I) 

・従正六位（大1E8年 6月30 El ：宮内大l�X]l'.)

く〉校友会報第40号（）ciE9 11: 7 J=J 10 El発行）

ー第151iil f卒業記念写真 （大正g｛ド2月） : r11 JI I教授

（不在）

－第151匝i持業読者J受号式（大：1E 9 11::3月14 El) 

．市1111111在衛門教授：記載：）；jj.項はない。

. I研究生沼津賢治、 :;jミ:ik延；ぷ両:7:1に対し5月20[1

鵠：究読者を授与せらるJ

。校友会報第41号（大正9 年12月？）：会報の所主E

不F!fj

O校友会字11第42号（大iElOiドア月12 El発行）

－第16回得業記念写真（大正10年2月）：吉JI I教設

（不在）

－第16田1�i＇業読：；i;：授与式（大正10年3月19 El) 

．吉JI I 1r!1右衛門教授：記載事項はないc

く〉校友会報第43号（大正



－休職j前期（大正10年 7 1118日） : r休戦中の古川教

授は 7 月181iを以て休戦構想jとなれりJ

－佐藤義長第2代校長 ：依願免本＇1�＼（大正10:q:8 rJ 

26 El) 

14'1＇業記念写真（第10出～第訪問） の内、第14国（大

8年3月）・第15!fil（大正9�1三3月）・第16［亘l（大正

10年3月） の写真には、 古JI[ 1111右衛門教授の姿が見

当たらない。 一大行事である得業記念写真tI＆｝；｝�のと

きに日片山教授が不在j であったということを示し

ている。 よほどの事怖がない限り写真1i1H;f;に欠席す

ることはあり得ない。 また大正8年及び大正9年の

校友会報には古川［{Ill右衛門教授に関する記事がなく、

同年には得業論文専攻の生徒も受け持っていなし、

rr11 Jll教授は病気勝ちで、 筆舗を学生に代読させ

て講義に代えたこともあったという。 後年休戦後退

職した。（大矢富二郎）J、 「古J11先生は大正9年頃に

は、 病弱のためかやはり学校を去っておられます。

（宮津賢治とその間辺：f(L）！：茂）J

古JI I 1rl1右衛門教授が病気勝ちであり何時病気で休

戦したのか、 それを託す資料（休職願い等） がない

ので推測の域を出ないが、 古川家の家替相続など家

庭の諸事活も重なり、 大正8年以降は学校不在が多

かったのではないか。

次[illは古JI11q1 �：：＇！ fl?J I勺敦J受が指導した「1':f�台の得業

論文j、 古JI I 1rド右iキJ [HJ教授と賢治の作品、 5夜間；•iti Jl� 

退職後の様子、 岐阜と賢治との意外な関わりなどに

ついて述べる。

原稿をまとめる当たり、 鈴木峰雄j去のf宮浮賢治

の｝,il,rlTIJ－古JI11rl1右指門の生涯－J、 船戸政一誌の

と岐阜J 等、 船戸政一氏・吉出昌子氏の

JI I {rjl右衛門年譜j、 1:j1野浩氏の部fft論文等の多くの

資料を参考にさせて頭きました。 ここに淳く感謝の

を去しますc

－宮津賢治と岐阜(J二）：斡戸政一、 岐阜新開（乎

成11年11FJ1113)

. 't�＼浮賢治とi岐阜（ r·）：斡戸政一、 岐阜新聞（王子

｝瓦11:t1::11月13臼）

· r1:i 1111111右衛1111年譜・111·Jl I 1rl1右衛門と宮沢賢治：粉

• �f El:l �Il1子・（平成12{F6 rJ 5 13 ) 

－官i事賢�tiと古川教授：船戸政一、 岐阜県郷土資料

明究協議会会報 郷土研究・ 岐阜第89号、 2-4（平

成13年lOJ='J 15 E二i ） 
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浮賢治と岐阜：11攻卒史学会代表鉛戸政…、

NHKlli支阜文化センター講座資料（平成lM!='-12月

17日）

－宮沢賢治の忠、rim－古Jllflll右衛門と西美濃、 すいと

ぴあ まつぷ No.58、 スイトピア友の会四季報

Vol.78 （司王1&25{f:'.10H 1 El ) 

. ＇［？；浮賢治の品tnm－古JI日Ijl右fl�J [IEJの生法一：鈴木経

雄、 濃飛の文化財（11成車県文化財部設説会） 第53

号（平成26年3PJ11EI)

－盛！お！？品等農林学校一覧（明治36年～大正15{f0) : 

盗岡高等農林学校

－加里及型f遠の定量に就て：古川村1右衛門、 校友会

卒民寄；35号、 1 -13けミIE6:\f='-12月27日）

· IIllJim六［·｛j三：岩手大学農学部（昭和37{JC: 5月）

－宮沢賢治君の思い/J:\（一） : 11\村（鶴見）要三郎、

JI I B；〔仁左ニL l11H�lii r宮沢賢治とその瑚迎J（限和47

｛［� 5月）

－農芸化学科の歩み： 二郎、 大矢富二郎先生

退官記念事業会（阿部154{[:'. 7丹）

－搭i対高等農林学校と鈴木梅太郎・ゃ；沢賢治：

大学Jfl:''r：部農芸化学科内記念fi1\!を建てる会（llfHll

59年6JJ) 

. f:f�ニモマケズ：

（三I＇－成2{f三3 J=J) 

、 フォア丈庫、 岩Iii奇書店

－大正！t)J操［！li]i'：日�農林学校における農芸化学教育ー

鈴木梅太郎の怠閣の実現一：r!ct野浩、 生物学史

研究 62号、 21-27（平成11年11月）

とその周辺：ト蔵建治・ 平

会） 50巻（2号）、 113”

119 （平成15｛ド2月）

. 7立法！賢治と感岡山i等農林学校i者！？片（11）…藤阿部

近地質調査と賢治得業論文をめぐって一：亀井

茂、 i手池巣30号、 14ふ171（平成16年6月）
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